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(1) 

出発してから t 秒後の、3点 RQP ,, の座標は、 ),2,2(),0,,2(),0,0,( tRtQtP とおける。 
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 ttttQRQP  

したがって、三角形 PQRは、常に二等辺三角形である。(証明終) 

 

(2) 

ttttQRQP 2)2( 2  であり、 PQR とすると 
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ttT 22  とおくと、 11)1( 2  ≧tT であり、 
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2S は 1≧T において単調増加であるから、 1T のとき最小となる。 

1T のとき 0)1( 2 t  1t  

 

以上により、 S が最小になるのは1秒後。……(答) 

 

 

※理系□4 には(1)がない。 

 ttT 22  と置き換えれば二次関数の最小値に帰着されるが、 t の微分で解いてもよい。 


